
【問20】児童・生徒の男女平等意識を育てるために必要な取組

問20

中学あたりから性自認がズレはじめる子が出てくるので、ジェンダー問題をはじめ「自分と違う存
在」に対する平等の意識を育てるべき。

平等と区別の違いをしっかりと教育するべき。例えば、女性の生理痛による休みについて、その理由
と必要性を説明をしてほしい。また、教師側の意識も徹底して欲しい。生理痛などで休む人間を頑
張っていないと評価を下げるような社会から変えて欲しい。

何をもって平等なのか、そもそも平等とは何であるかから知ることが重要だと考える。

特に平等でないとは思わない。同質である必要はない。

現在、児童生徒には男女不平等は感じていないと思う（昭和期と比べると）。

本人の性の認識を汲み取る大人の配慮。

不要。

あなたは、児童・生徒の男女平等意識を育てるために、学校教育で特に必要だと思わ
れる取組は何だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇）

4　学校教育について

「男女平等の意識を育てる授業をする」が最も高い

　児童・生徒の男女平等意識を育てるために必要な取組については、全体、性別ともに
「男女平等の意識を育てる授業をする」が最も高く、全体では57.6％、男性では57.7％、
女性では58.2％なっています。次に、全体では「多様な家庭や家族のあり方について学
ぶ」が53.8％と高くなっています。

その他の回答

％

男女平等の意識を育てる授
業をする

生活指導や進路指導にお
いて、男女間に差異が生じ
ないように配慮する

出席簿、座席、名簿など
を男女別にする習慣をなく
す

男女平等教育に関して教員
の研修を行う

校長、教頭など、指導的
な立場の職の男女比の偏り
を改善する

多様な家庭や家族のあり
方について学ぶ

その他

無回答

57.6

43.5

16.5

32.4

28.8

53.8

2.9

2.9

57.7

41.6

14.8

33.6

28.2

50.3

4.7

2.0

58.2

44.4

17.5

31.2

28.6

56.6

1.6

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189
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【問21】セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）の経験

※セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）：男女を問わない性的嫌がらせ

5　人権について

男性では1.3％、女性では13.8％が「被害の経験がある」

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ：男女を問わない性的嫌がらせ）に関して、あなた
は経験したり、見聞きしたことがありますか。（〇は1つ）

問21

　セクハラの経験については、「経験はないが、知識としては知っている」が最も高く、
全体では61.8％、男性では71.1％、女性では55.0％となっています。
また、「セクハラを受けたことがある」が、男性では1.3％、女性では13.8％となって

います。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても「経験はないが、知識としては知っている」が最も高くなっていま
したが、今回は10.7ポイント増加しています。

【今回調査】 【前回調査】

％

セクハラを受けたことがある

身近にセクハラを受けた当事者
がいる

セクハラをしたことがある

経験はないが、知識としては
知っている

経験はないが、言葉としては聞
いたことがある

経験はなく、言葉自体を聞いた
ことがない

その他

無回答

8.8

5.3

0.9

61.8

17.6

1.2

0.0

4.4

1.3

6.7

2.0

71.1

14.8

1.3

0.0

2.7

13.8

4.2

0.0

55.0

20.1

1.1

0.0

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

10.7

6.1

1.6

51.1

21.7

11.2

0.8

5.9

3.9

5.2

2.6

50.0

17.5

16.2

1.3

7.8

15.7

6.9

0.9

51.9

25.0

7.4

0.5

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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【問21-2】セクハラを受けた際の相談

その他の回答

相談された。

問21-2

＜問21で「セクハラを受けたことがある」又は「身近にセクハラを受けた当事者が
いる」と答えた方のみ回答＞

あなたはセクハラを受けたことについて、誰かに打ち明けたり、相談したりしました
か。（〇は1つ）

被害にあった時「相談しなかった」が47.9％

セクハラを受けた際の相談については、全体でみると「相談した」と「相談しなかっ
た」が同じ割合で47.9％となっています。
性別でみると、「相談しなかった」が男性では50.0％、女性では47.1％となっていま

す。

N =

全体 48

【性別】

男性 12

女性 34

【年齢別】

18歳、19歳 1

20歳～29歳 4

30歳～39歳 5

40歳～49歳 14

50歳～59歳 13

60歳～69歳 10

47.9

41.7

50.0

100.0

25.0

60.0

42.9

46.2

60.0

47.9

50.0

47.1

75.0

40.0

50.0

46.2

40.0

4.2

8.3

2.9

7.1

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談した 相談しなかった その他
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【問21-3】セクハラを受けた際の主な相談先

問21-3　 相談先はどこ（誰）でしたか。（あてはまるものすべてに〇）

その他の回答

＜問21-2で「相談した」と答えた方のみ回答＞

相談先は「知人・友人」が47.8％

　セクハラを受けた際の主な相談先については、全体でみると「知人・友人」が47.8％と
最も高く、次に「会社や所属する組織の相談窓口」が39.1％となっています。
　性別でみると、男性は「会社や所属する組織の相談窓口」が最も高いのに対し、女性は
「知人・友人」が最も高くなっています。

同僚や上司。

％

1.会社や所属する組織の相談窓口

2.配偶者暴力相談支援センター
（岐阜県女性相談センターなど）

3.男女共同参画のための施設
（岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援
センター）

4.警察

5.ワンストップ支援センター
（ぎふ性暴力被害者支援センター）

6.1～5以外の公的機関（労働局、市役
所など）

7.民間の専門家
（弁護士、社会保険労務士、カウンセ
ラーなど）

8.医療関係者
（医師、看護師など）

9.家族や親戚

10.知人・友人

11.その他

39.1

0.0

0.0

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

13.0

47.8

8.7

80.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

20.0

0.0

29.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

58.8

11.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=23

男性 N=5

女性 N=17
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【問21-4】セクハラを受けた際に相談しなかった理由

問21-4 相談しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇）

その他の回答

職場内で処理した。窓口相談は当時考えなかった。

仕事上の得意先であった為。

「相談しても無駄だと思ったから」が52.2％

　セクハラを受けた際に相談しなかった理由については、全体、性別ともに「相談しても
無駄だと思ったから」が最も高く、全体では52.2％、男性では50.0％、女性では56.3％と
なっています。

＜問21-2で「相談しなかった」と答えた方のみ回答＞

％

どこ（誰）に相談してよいのかわか

らなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったか

ら

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを

受けたり、もっとひどいセクハラを

受けると思ったから

加害者に「誰にも言うな」とおどさ

れたから

相談相手の言動によって不快な思い

をさせられると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこの

ままやっていけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまでどおり

のつき合い（仕事や学校などの人

間関係）ができなくなると思ったか

ら

そのことについて思い出したくな

かったから

自分にも悪いところがあると思った

から

相手の行為は愛情の表現だと思っ

たから

相談するほどのことではないと

思ったから

その他

17.4

13.0

52.2

8.7

0.0

0.0

17.4

4.3

4.3

13.0

4.3

4.3

0.0

30.4

13.0

0.0

33.3

50.0

16.7

0.0

0.0

16.7

16.7

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

16.7

33.3

25.0

0.0

56.3

6.3

0.0

0.0

18.8

0.0

6.3

6.3

0.0

6.3

0.0

37.5

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=23

男性 N=6

女性 N=16
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【交際相手からのドメスティック・バイオレンス（ＤＶ)について】

※ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）：配偶者・パートナーからの暴力

【問22】交際相手の有無（※配偶者は除く）

問22 あなたには交際相手がいますか、又はいましたか。（〇は1つ）

※ 結婚している方、結婚したことのある方については、後に配偶者となった相手以外につ
いてお答えください。

「交際相手がいる（いた）」が65.0％

交際相手の有無（過去も含む）については、全体、性別ともに「交際相手がいる（い
た）」が最も高くなっています。

※「交際相手」には、後に配偶者となった相手は除いています。

N =

全体 340

【性別】

男性 149

女性 189

【年齢別】

18歳、19歳 7

20歳～29歳 27

30歳～39歳 38

40歳～49歳 83

50歳～59歳 93

60歳～69歳 91

65.0

63.1

66.7

14.3

51.9

68.4

75.9

67.7

59.3

27.4

31.5

23.8

85.7

48.1

26.3

21.7

24.7

24.2

7.6

5.4

9.5

5.3

2.4

7.5

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交際相手がいる（いた） 交際相手はいない（いなかった） 無回答
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【問22-2】交際相手からドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けた経験

問22-2 あなたは、交際相手から次のようなことをされたことがありますか。

それぞれあてはまるものを選んでください。（①～④それぞれ〇は1つずつ）

【全体】

※①～④の「経験がある」にひとつでも○を付けた場合は「経験がある」に計上

男性では3.2％、女性では17.5％が「被害の経験がある」

交際相手からＤＶを受けた経験については、「被害の経験がある」は、男性では
3.2％、女性では17.5％となっています。

被害の内訳としては、全体では、「心理的攻撃」（8.1％）、「身体的暴行」
（6.8％）、「性的強要」（5.0％）、「経済的圧迫」（2.7％）の順に高くなっていま
す。

＜問22で「交際相手がいる（いた）」と答えた方のみ回答＞

①身体的暴行

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた。

②心理的攻撃

人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるいは、あなた若

しくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた。

③性的強要

いやがっているのに性的な行為を強要された。

④経済的圧迫

生活費を渡してもらえない、貯金を勝手に使われた。

N =

全体 221

男性 94

女性 126

87.8

95.7

82.5

11.8

3.2

17.5

0.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験がある 無回答
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【項目別】

N =

①身体的暴行

全体 221

男性 94

女性 126

②心理的攻撃

全体 221

男性 94

女性 126

③性的強要

全体 221

男性 94

女性 126

④経済的圧迫

全体 221

男性 94

女性 126

92.3

96.8

88.9

91.0

96.8

87.3

93.7

97.9

90.5

95.5

97.9

93.7

6.8

2.1

10.3

8.1

2.1

11.9

5.0

1.1

7.9

2.7

1.1

4.0

0.9

1.1

0.8

0.9

1.1

0.8

1.4

1.1

1.6

1.8

1.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験がある 無回答

118



【問22-3】交際相手からＤＶを受けた際の相談

被害にあった時「相談しなかった」が53.8％

　交際相手からＤＶを受けた際の相談については、「相談しなかった」が53.8％と最も高
くなっています。
性別でみると、「相談しなかった」が男性では33.3％、女性では54.5％となっていま

す。

＜問22-2で「経験がある」と答えた方のみ回答＞

問22-3 あなたは、交際相手から受けたそのような行為について、誰かに打ち明けたり、相談
したりしましたか。（〇は1つ）

N =

全体 26

【性別】

男性 3

女性 22

【年齢別】

18歳、19歳 ※該当者なし

20歳～29歳 ※該当者なし

30歳～39歳 5

40歳～49歳 6

50歳～59歳 8

60歳～69歳 7

42.3

33.3

45.5

60.0

66.7

25.0

28.6

53.8

33.3

54.5

40.0

33.3

75.0

57.1

3.8

33.3

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談した 相談しなかった その他 無回答
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【問22-4】交際相手からＤＶを受けた際の主な相談先

問22-4　 相談先はどこ（誰）でしたか。（あてはまるものすべてに〇）

相談先は「知人・友人」が72.7％

　交際相手からＤＶを受けた際の主な相談先については、「知人・友人」が72.7％で最も
高くなっています。次に、「家族や親戚」が27.3％と高くなっています。

＜問22-3で「相談した」と答えた方のみ回答＞

％

1.配偶者暴力相談支援センター
（岐阜県女性相談センターなど）

2.男女共同参画のための施設
（岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援
センター）

3.警察

4.ワンストップ支援センター
（ぎふ性暴力被害者支援センターな
ど）

5.1～4以外の公的機関
（市役所など）

6.民間の専門家や専門機関
（弁護士、カウンセラー、民間シェル
ターなど）

7.医療関係者
（医師、看護師など）

8.家族や親戚

9.知人・友人

10.その他

0.0

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

27.3

72.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

70.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=11

男性 N=1

女性 N=10
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【問22-5】交際相手からＤＶを受けた際に相談しなかった理由

問22-5 相談しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇）

＜問22-3で「相談しなかった」と答えた方のみ回答＞

「相談しても無駄だと思ったから」が42.9％

　交際相手からＤＶを受けた際に相談しなかった理由については、「相談しても無駄だと
思ったから」が42.9％で最も高く、次に「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやって
いけると思ったから」が28.6％となっています。

その他の回答

相手が同性だったため、周囲に相談できなかった。

％

どこ（誰）に相談してよいのかわか

らなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったか

ら

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを
受けたり、もっとひどい暴力を受け

ると思ったから

加害者に「誰にも言うな」とおどさ

れたから

相談相手の言動によって不快な思い

をさせられると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこの
ままやっていけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまでどおり

のつき合い（仕事や学校などの人
間関係）ができなくなると思ったか

ら

そのことについて思い出したくな
かったから

自分にも悪いところがあると思った
から

相手の行為は愛情の表現だと思っ

たから

相談するほどのことではないと
思ったから

その他

21.4

7.1

42.9

0.0

0.0

0.0

28.6

0.0

14.3

14.3

14.3

21.4

0.0

21.4

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

16.7

8.3

41.7

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

8.3

8.3

16.7

8.3

0.0

25.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=14

男性 N=1

女性 N=12
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【配偶者からのＤＶについて】

【問23】配偶者からＤＶを受けた経験

問23 あなたはこれまでに、配偶者から次のようなことをされたことがありますか。

それぞれあてはまるものを選んでください。（①～④それぞれ〇は1つずつ）

【全体】

※①～④の「経験がある」にひとつでも○を付けた場合は「経験がある」に計上

男性では5.1％、女性では22.5％が「被害の経験がある」

配偶者からＤＶを受けた経験については、「被害の経験がある」は、男性では5.1％、
女性では22.5％となっています。

被害の内訳としては、全体では、「身体的暴行」（9.7％）、「心理的攻撃」
（7.5％）、「性的強要」（4.3％）、「経済的圧迫」（3.9％）の順に高くなっていま
す。

＜配偶者がいる方のみ回答＞
（「配偶者」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の配偶者、元配偶者も含む）

N =

全体 279

男性 118

女性 160

78.1

89.8

69.4

15.1

5.1

22.5

6.8

5.1

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験がある 無回答

①身体的暴行

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた。

②心理的攻撃

人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるいは、あなた若

しくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた。

③性的強要

いやがっているのに性的な行為を強要された。

④経済的圧迫

生活費を渡してもらえない、貯金を勝手に使われた。
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【項目別】

N =

①身体的暴行

全体 279

男性 118

女性 160

②心理的攻撃

全体 279

男性 118

女性 160

③性的強要

全体 279

男性 118

女性 160

④経済的圧迫

全体 279

男性 118

女性 160

83.2

91.5

76.9

84.9

91.5

80.0

87.8

94.9

82.5

87.8

94.1

83.1

9.7

3.4

14.4

7.5

3.4

10.6

4.3

7.5

3.9

0.8

6.3

7.2

5.1

8.8

7.5

5.1

9.4

7.9

5.1

10.0

8.2

5.1

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験がある 無回答
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【問23-2】配偶者からＤＶを受けた際の相談

被害にあった時「相談しなかった」が50.0％

配偶者からＤＶを受けた際の相談については、全体でみると「相談しなかった」が
50.0％と最も高くなっています。
性別でみると、「相談しなかった」が男性では66.7％、女性では47.2％となっていま

す。

＜問23で「経験がある」と答えた方のみ回答＞

問23-2 あなたは配偶者から受けたそのような行為について、誰かに打ち明けたり、相談し
たりしましたか。（〇は1つ）

N =

全体 42

【性別】

男性 6

女性 36

【年齢別】

18歳、19歳 ※該当者なし

20歳～29歳 2

30歳～39歳 4

40歳～49歳 9

50歳～59歳 12

60歳～69歳 15

38.1

44.4

50.0

50.0

33.3

41.7

33.3

50.0

66.7

47.2

50.0

50.0

44.4

58.3

46.7

11.9

33.3

8.3

22.2

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談した 相談しなかった その他 無回答
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【問23-3】配偶者からＤＶを受けた際の主な相談先

問23-3 相談先はどこ（誰）でしたか。（あてはまるものすべてに〇）

相談先は「知人・友人」が68.8％

配偶者からＤＶを受けた際の主な相談先については、全体でみると「知人・友人」が
68.8％と最も高く、次に「家族や親戚」が50.0％となっています。

＜問23-2で「相談した」と答えた方のみ回答＞

％

1.配偶者暴力相談支援センター
（岐阜県女性相談センターなど）

2.男女共同参画のための施設
（岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援
センター）

3.警察

4.ワンストップ支援センター
（ぎふ性暴力被害者支援センターな
ど）

5.1～4以外の公的機関
（市役所など）

6.民間の専門家や専門機関
（弁護士、カウンセラー、民間シェル
ターなど）

7.医療関係者
（医師、看護師など）

8.家族や親戚

9.知人・友人

10.その他

0.0

0.0

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

68.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

68.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=16

男性 N=0

女性 N=16
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【問23-4】配偶者からＤＶを受けた際に相談しなかった理由

問23-4 相談しなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇）

＜問23-2で「相談しなかった」と答えた方のみ回答＞

「どこ（誰）に相談してよいのかわからなかった」「相談しても無駄だと思ったから」

「相談するほどのことではないと思ったから」が33.3％

　配偶者からＤＶを受けた際に相談しなかった理由については、全体では「どこ（誰）に
相談してよいのかわからなかった」「相談しても無駄だと思ったから」「相談するほどの
ことではないと思ったから」が同じ割合で33.3％と最も高くなっています。
　女性では「相談しても無駄だと思ったから」「相談するほどのことではないと思ったか
ら」が高くなっています。

％

どこ（誰）に相談してよいのかわか

らなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったか

ら

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを

受けたり、もっとひどい暴力を受け

ると思ったから

加害者に「誰にも言うな」とおどさ

れたから

相談相手の言動によって不快な思い

をさせられると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこの

ままやっていけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまでどおり

のつき合い（仕事や学校などの人

間関係）ができなくなると思ったか

ら

そのことについて思い出したくな

かったから

自分にも悪いところがあると思った

から

相手の行為は愛情の表現だと思っ

たから

相談するほどのことではないと

思ったから

その他

33.3

9.5

33.3

0.0

0.0

4.8

19.0

0.0

9.5

4.8

4.8

23.8

0.0

33.3

0.0

50.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

29.4

5.9

35.3

0.0

0.0

5.9

17.6

0.0

11.8

5.9

5.9

29.4

0.0

35.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=21

男性 N=4

女性 N=17
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【配偶者または交際相手へのＤＶについて】

【問24】配偶者または交際相手へのＤＶの経験

問24

【全体】

男性では18.9％、女性では9.2％が「経験があるかもしれない・経験がある」

　配偶者または交際相手へのＤＶの経験については、「経験があるかもしれない・経験が
ある」は、男性では18.9％、女性では9.2％となっています。

加害経験の内訳としては、全体では、「心理的攻撃」（6.7％）、「身体的暴行」
（5.3％）、「性的強要」（3.6％）、「経済的圧迫」（1.7％）の順に高くなっていま
す。

＜配偶者がいる方・問22で「交際相手がいる（いた）」と回答した方のみ＞

あなたはこれまでに、配偶者または交際相手へ次のようなことをしたことがありますか。
それぞれあてはまるものを選んでください。（①～④それぞれ〇は1つずつ）

※①～④の「経験があるかもしれない」「経験がある」にひとつでも○を付けた場合は、
　「経験があるかもしれない・経験がある」に計上

①身体的暴行

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行をした。

②心理的攻撃

人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視した、あるいは、配偶者または交際相手に恐怖を感じるような脅

迫をした。

③性的強要

いやがっているのに性的な行為を強要した。

④経済的圧迫

生活費を渡さなかったり、貯金を勝手に使ったりした。

％

どこ（誰）に相談してよいのかわか

らなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったか

ら

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを

受けたり、もっとひどい暴力を受け

ると思ったから

加害者に「誰にも言うな」とおどさ

れたから

相談相手の言動によって不快な思い

をさせられると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこの

ままやっていけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまでどおり

のつき合い（仕事や学校などの人

間関係）ができなくなると思ったか

ら

そのことについて思い出したくな

かったから

自分にも悪いところがあると思った

から

相手の行為は愛情の表現だと思っ

たから

相談するほどのことではないと

思ったから

その他

33.3

9.5

33.3

0.0

0.0

4.8

19.0

0.0

9.5

4.8

4.8

23.8

0.0

33.3

0.0

50.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

29.4

5.9

35.3

0.0

0.0

5.9

17.6

0.0

11.8

5.9

5.9

29.4

0.0

35.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=21

男性 N=4

女性 N=17

N =

全体 303

男性 127

女性 174

70.6

68.5

73.0

13.5

18.9

9.2

15.8

12.6

17.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験があるかもしれない・経験がある 無回答
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【項目別】

N =

①身体的暴行

全体 303

男性 127

女性 174

②心理的攻撃

全体 303

男性 127

女性 174

③性的強要

全体 303

男性 127

女性 174

④経済的圧迫

全体 303

男性 127

女性 174

78.2

81.1

76.4

77.6

78.7

77.6

80.2

80.3

81.0

82.2

85.0

80.5

4.0

3.9

4.0

5.0

6.3

3.4

3.6

7.1

0.6

1.0

1.6

0.6

1.3

2.4

0.6

1.7

2.4

1.1

0.7

0.8

0.6

16.5

12.6

19.0

15.8

12.6

17.8

16.2

12.6

18.4

16.2

12.6

18.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経験がまったくない 経験があるかもしれない 経験がある 無回答
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【問25】セクハラやＤＶをなくすために必要なこと

　セクハラやＤＶをなくすために必要なことは、全体では「法律・制度の制定や見直しを
行う（罰則の強化など）」が56.2％と最も高く、次に「被害者のための相談窓口、保護施
設を整備する」が52.6％となっています。
　性別でみると、男性では「法律・制度の制定や見直しを行う（罰則の強化など）」が最
も高くなっているのに対し、女性では「被害者のための相談窓口、保護施設を整備する」
が最も高くなっています。

問25 セクハラ、DV等の行為が社会問題となっていますが、これらの行為をなくすためには、
どうしたらよいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇）

「法律・制度の制定や見直しを行う（罰則の強化など）」が最も高い

【今回調査】 【前回調査】

％

男性に対して、セクハラやDV
についての意識啓発を行う

女性に対して、セクハラやDV
についての意識啓発を行う

法律・制度の制定や見直しを
行う（罰則の強化など）

犯罪の取り締まりを強化す
る

過激な内容のビデオ、ゲーム

等の販売や貸出しを禁止ま
たは制限する

被害者を支援し、暴力に反対す

る住民運動を盛り上げる

被害者のための相談窓口、保

護施設を整備する

SNSを通じたハラスメントの防
止に向けた教育・広報活動を

充実させる

　　※前回選択肢無し

加害者に対するカウンセリング
や更生を促すプログラムを実施

する

放送、出版、新聞などのマス
メディアが倫理規定を強化す

る

家庭や学校において、男女平

等や性についての教育を充実
させる

2次被害の発生を防ぐため、相

談機関職員に対する研修や教
育を充実させる

その他

無回答

45.6

35.6

56.2

45.9

22.4

6.5

52.6

19.4

25.0

15.6

35.0

24.7

2.6

2.6

55.0

42.3

57.7

43.6

16.1

6.0

46.3

20.8

21.5

16.1

34.9

22.1

1.3

2.0

38.6

30.7

55.6

47.1

27.0

6.3

57.1

18.0

27.5

15.3

35.4

26.5

3.7

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

40.6

29.4

48.7

38.5

23.8

9.1

55.6

28.6

14.2

41.7

28.3

5.3

2.4

42.9

31.8

48.1

37.7

12.3

13.0

50.6

26.6

12.3

44.8

26.0

7.1

2.6

39.8

28.2

49.1

39.8

32.4

6.5

60.2

30.1

15.7

40.3

30.1

3.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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その他の回答

セクハラ、ＤＶに関する以外に、メンタルヘルスの充実が必要。

姑から嫁に対するＤＶも改善してほしい。

どうしてそうした行為に及んだのかよく検証すること。

なくならないと思う。

セクハラやＤＶなどは厳罰化されるべきである。そもそも、暴力や性暴力を嫌がらせなどと言った言
葉でまとめてしまうから良くないのであって、犯罪であることを周知すべきである。

人が人である以上、セクハラやＤＶがなくなることはないので、まず被害者の保護を第一に考え、そ
の上で加害者が冤罪で無いかはじっくり確実にやればよい。
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　マタハラやパタハラの経験については、全体、性別ともに「経験はないが、知識として
は知っている」が最も高く、全体では48.8％、男性では49.7％、女性では48.1％となって
います。
また、「マタハラ又はパタハラを受けたことがある」については、全体では1.8％、男

性は該当者なし、女性は3.2％となっています。

※ 妊娠・出産、育児休業等を理由とする不利益取扱い・嫌がらせ
女性に対するもの：マタニティ・ハラスメント（マタハラ）
男性に対するもの：パタニティ・ハラスメント（パタハラ）

問26 妊娠・出産、育児休業等を理由とする不利益取扱い・嫌がらせ（マタハラ、パタハラ）に
関して、あなたは経験したり、見聞きしたことがありますか。（〇は1つ）

女性では3.2％が「マタハラ又はパタハラを受けたことがある」

【問26】マタニティ・ハラスメント（マタハラ）やパタニティ・ハラスメント（パタ
        ハラ）の経験

N =

全体 340

【性別】

男性 149

女性 189

【年齢別】

18歳、19歳 7

20歳～29歳 27

30歳～39歳 38

40歳～49歳 83

50歳～59歳 93

60歳～69歳 91

1.8

3.2

2.6

2.4

3.2

3.5

1.3

5.3

14.3

7.4

1.2

4.3

4.4

48.8

49.7

48.1

14.3

44.4

63.2

62.7

46.2

37.4

32.1

32.9

31.7

71.4

25.9

28.9

26.5

32.3

37.4

10.3

11.4

9.0

14.8

2.6

7.2

12.9

12.1

3.5

4.7

2.6

7.4

2.6

1.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

マタハラ又はパタハラを受けたことがある 身近にマタハラ又はパタハラを受けた当事者がいる

マタハラ又はパタハラをしたことがある 経験はないが、知識としては知っている

経験はないが、言葉としては聞いたことがある 経験はなく、言葉自体を聞いたことがない

無回答
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【問27】子どもの性犯罪被害防止のための対策

親か子どもをしっかり教育する。夜の外出に対し厳しくする。

親のしつけ。

被害者に全てを求めるのは良くない。

罰則の強化。

学校または市役所などにおいて、家族含めた学習機会をつくる。

その他の回答

「学校において性に関する学習機会やSNSに関しての指導を行うこと」が最も高い

　子どもの性犯罪被害防止のための対策については、全体では「学校において性に関する
学習機会やＳＮＳに関しての指導を行うこと」が56.2％と最も高く、次に「取締りや規制
を強化すること」が55.0％となっています。

あなたはAV出演強要やいわゆる「JKビジネス※」などにより、子どもが性犯罪の被害
に遭うのを防止するために、どのような対策が必要だと思いますか。（〇は３つまで）

問27

　　※「JKビジネス」とは、女子高校生などの子どもの性を売り物とする形態の営業のことをいいます。

％

学校において性に関する学習機会や
SNSに関しての指導を行うこと

若年層でも気軽に相談できるように
LINEなどSNSを活用した相談窓口を設
置すること

取締りや規制を強化すること

家に居場所がない子どもたちの支援
を行うこと

メディアやイベントなどを通じて、子
ども、保護者、社会に対し、広報啓発
を行うこと

子どもにインターネットなどからJKビ
ジネスの情報を見せないようにする
こと

その他

無回答

56.2

44.1

55.0

48.5

20.9

17.6

1.8

2.9

59.7

40.3

59.1

40.3

22.1

14.1

0.7

3.4

54.0

46.6

51.3

55.0

20.1

20.1

2.6

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189
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【問28】現在行っている活動と今後始めたい活動

問28 あなたが現在、仕事以外に行っている活動と、今後新たに始めたい活動は何ですか。

（①、②のそれぞれについて、あてはまるものすべてに〇）

6　社会参画や防災について

　現在行っている活動については、「どれにも参加していない」が33.5％と最も高く、次
いで「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」が33.2％、「地域活動（自治会、老人
クラブなど）」が18.5％となっています。
　今後始めたい活動については、「どれにも参加したくない」が27.9％と最も高く、次い
で「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」が27.6％、「職業技術や資格の取得」が
17.9％となっています。

　　　　　　現在行っている活動は「どれにも参加していない」が最も高い

　　　　　　今後始めたい活動は「どれにも参加したくない」が最も高い

N = 340
％

趣味や教養、スポーツ・レクリエーション

職業技術や資格の取得

地域活動（自治会、老人クラブなど）

ＰＴＡ、子ども会など

環境保護・リサイクル活動

福祉・ボランティア活動
（子育て、高齢者、障がい者支援など）

国際理解を深める活動

行政の各種委員会や審議会の委員

消防団、水防団の活動

防犯、地域見守り活動

スポーツ指導の活動

文化財・伝統文化の保護・伝承の活動

現在行っている活動のみ継続したい

その他

どれにも参加していない・
参加したくない

無回答

33.2

7.6

18.5

9.1

5.0

2.4

0.3

1.5

2.4

3.2

3.2

1.2

0.9

33.5

8.8

27.6

17.9

5.3

1.5

7.6

6.5

5.0

2.6

0.9

3.8

2.1

5.0

9.7

0.9

27.9

10.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①現在行っている活動 ②今後始めたい活動
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①現在行っている活動

　　　　男性は「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」が最も高い

　　　　女性は「どれにも参加していない」が最も高い

　現在行っている活動については、性別でみると、男性では「趣味や教養、スポーツ・レ
クリエーション」が41.6％、女性では「どれにも参加していない」が38.6％で最も高く
なっています。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても、男性では「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」、女性で
は「どれにも参加していない」が最も高くなっています。

【今回調査】 【前回調査】

％

趣味や教養、スポーツ・レク

リエーション

職業技術や資格の取得

地域活動（自治会、老人クラ
ブなど）

ＰＴＡ、子ども会など

環境保護・リサイクル活動

福祉・ボランティア活動（子育
て、高齢者、障がい者支援な

ど）

国際理解を深める活動

行政の各種委員会や審議会の
委員

消防団、水防団の活動 　　※前回選択肢無し

防犯、地域見守り活動 　　※前回選択肢無し

スポーツ指導の活動 　　※前回選択肢無し

文化財・伝統文化の保護・伝

承の活動
　　※前回選択肢無し

その他

どれにも参加していない

無回答

33.2

7.6

18.5

9.1

5.0

2.4

0.3

1.5

2.4

3.2

3.2

1.2

0.9

33.5

8.8

41.6

8.7

20.1

2.7

3.4

2.0

0.7

2.0

5.4

4.7

5.4

2.0

1.3

27.5

8.7

27.0

6.9

16.9

13.8

5.8

2.6

0.0

1.1

0.0

2.1

1.6

0.0

0.5

38.6

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

32.9

8.6

19.3

11.2

2.7

5.3

0.5

0.8

1.6

36.4

3.2

40.3

7.1

24.0

4.5

1.9

3.2

0.0

1.3

1.3

31.2

3.2

28.2

9.7

16.2

16.2

3.2

6.9

0.9

0.5

1.9

39.4

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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②今後始めたい活動

　　　　　男性は「どれにも参加したくない」が最も高い

　　　　　女性は「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」が最も高い

　今後始めたい活動については、性別でみると、男性では「どれにも参加したくない」が
23.5％、女性では「趣味や教養、スポーツ・レクリエーション」が32.3％と最も高くなっ
ています。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても、男性では「どれにも参加したくない」、女性では「趣味や教養、
スポーツ・レクリエーション」が最も高くなっています。

【今回調査】 【前回調査】

％

趣味や教養、スポーツ・レク
リエーション

職業技術や資格の取得

地域活動（自治会、老人クラ

ブなど）

ＰＴＡ、子ども会など

環境保護・リサイクル活動

福祉・ボランティア活動（子育

て、高齢者、障がい者支援な
ど）

国際理解を深める活動

行政の各種委員会や審議会の
委員

消防団、水防団の活動 　　※前回選択肢無し

防犯、地域見守り活動 　　※前回選択肢無し

スポーツ指導の活動 　　※前回選択肢無し

文化財・伝統文化の保護・伝

承の活動
　　※前回選択肢無し

現在行っている活動のみ継

続したい
　　※前回選択肢無し

その他

どれにも参加したくない

無回答

27.6

17.9

5.3

1.5

7.6

6.5

5.0

2.6

0.9

3.8

2.1

5.0

9.7

0.9

27.9

10.6

20.8

19.5

7.4

2.0

10.7

6.7

6.0

4.7

1.3

4.7

3.4

6.7

12.8

0.7

23.5

11.4

32.3

16.4

3.7

1.1

5.3

5.8

3.7

0.5

0.0

2.6

0.5

3.7

7.4

1.1

31.7

10.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

41.7

20.9

10.2

4.0

6.4

12.6

3.7

1.9

1.3

20.3

8.3

35.7

14.3

14.3

3.2

8.4

8.4

3.9

3.2

1.9

23.4

8.4

45.8

25.9

7.4

4.6

5.1

15.7

3.7

0.9

0.9

18.1

7.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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【問28-2】地域活動に参加していない理由・参加したくない理由

問28-2 参加していない・参加したくない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇）

＜問28で「どれにも参加していない・参加したくない」と答えた方のみ回答＞

その他の回答

家族やプライベートの時間を充実させたい。

介護により、自分の時間がなかなか作れず、疲れ切っている。

めんどう。

経済的余裕がない。

リハビリ中心の為、体力的に余裕がない。

病気で参加できない。

のんびりすごしたい。

生活スタイルが違うので時間が合わず参加できない。

男女ともに「時間に余裕がない」が最も高い

地域活動に参加していない理由・参加したくない理由については、全体、性別ともに
「時間の余裕がない」が最も高く、全体では51.1％、男性では44.0％、女性では54.9％と
なっています。

＜前回調査との比較＞
前回調査においても、全体、性別ともに「時間の余裕がない」が最も高くなっていま

す。

【今回調査】 【前回調査】

％

時間に余裕がない

参加したい活動がない

どのような活動があるのかわか
らない

参加方法がわからない、きっか
けがない

家族の理解・協力が得られない

子どもや高齢者がいるので出掛
けにくい

その他

無回答

51.1

36.2

15.6

18.4

2.1

15.6

9.2

0.7

44.0

36.0

16.0

22.0

4.0

20.0

6.0

0.0

54.9

36.3

15.4

16.5

1.1

13.2

11.0

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=141

男性 N=50

女性 N=91

47.4

20.5

19.2

17.9

3.8

17.3

11.5

5.8

65.5

22.4

20.7

15.5

0.0

10.3

8.6

1.7

37.9

20.0

18.9

18.9

6.3

22.1

12.6

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=156

男性 N=58

女性 N=95
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【問29】地域における男女不平等

問29 あなたが住んでいる地域において男女不平等なことはありますか。

（あてはまるものすべてに〇）

ＰＴＡ子ども会は、女性が仕事を休むなどして参加していることが多い。

山車に乗れなかった（最終的には乗ることができた）。

地域活動に参加していない。

保育園の役員投票の名簿で母の氏名が勝手に印字されていた。

役員を決めるときに、役員になりたくないので女性を出席させて役員から逃れようとする。

平等かどうかを判断するだけのデータがない。

高齢男性が女性を下に見ている発言をする。

その他の回答

わからない。

男女ともに「男女不平等はない」が最も高い

　地域における男女不平等については、全体、性別ともに「男女不平等はない」が最も高
く、全体では44.7％、男性では47.0％、女性では43.4％となっています。

＜前回調査との比較＞
前回調査においても、全体、性別ともに「男女不平等はない」が最も高くなっていま

す。

【今回調査】 【前回調査】

％

役員選挙や運営に男女不平
等な扱いがある

地域の行事に性別によって
参加できないものがある

会議などで女性が意見を言い
にくい

女性のみが裏方（例：お茶く
みや準備・片付け等）を担当
する

その他

男女不平等はない

無回答

9.1

4.4

13.5

22.6

10.0

44.7

7.9

16.1

3.4

13.4

19.5

9.4

47.0

6.0

3.7

4.8

13.8

24.9

10.1

43.4

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

9.9

5.1

14.4

25.9

8.3

42.0

11.5

13.0

6.5

10.4

22.7

9.7

46.1

10.4

7.9

4.2

17.6

28.7

7.4

38.4

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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【問30】女性の参画が少ない理由

問30 女性の社会進出は進みつつありますが、町内会や自治会の長、審議会委員や議員等
には、女性が就くことが少ないのが現状です。このように、企画や方針決定過程への女
性の参画が少ない理由は何だと思いますか。（〇は3つまで）

男女ともに「男性優位の組織運営」が最も高い

　女性の参画が少ない理由については、全体、性別ともに「男性優位の組織運営」が最も
高く、全体では53.2％、男性では58.4％、女性では49.7％となっています。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても、全体、性別ともに「男性優位の組織運営」が最も高くなっていま
す。

【今回調査】 【前回調査】

％

男性優位の組織運営

女性が参加しにくい時間帯に

会議等が設定されている
※前回選択肢無し

家族の支援・協力が得られな

い

女性の能力開発の機会が不十
分

女性活動を支援する人的ネット
ワーク不足

家庭・職場・地域における性
別役割分担や性差別の意識

女性の側の積極性が十分でな
い

女性の参画を積極的に進めよ
うと意識している人が少ない

制度や税制などの社会のし
くみが女性に不利にできて

いる

女性が自ら一歩身を引いてい

る
※今回選択肢から除外

その他

無回答

53.2

21.8

13.5

9.7

13.2

23.5

34.7

26.5

9.4

3.5

2.6

58.4

15.4

11.4

12.1

12.1

24.2

38.3

30.9

6.0

2.7

2.7

49.7

26.5

14.3

7.9

14.3

23.3

31.2

23.3

12.2

4.2

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

51.9

17.1

12.3

18.7

25.7

42.0

36.9

5.9

42.2

7.2

7.0

53.9

19.5

13.6

21.4

22.1

40.9

33.8

6.5

37.0

7.1

7.1

50.5

15.7

11.1

17.1

28.7

43.5

39.8

5.6

46.3

7.4

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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仕事、家庭（子育てや介護を含む）がすでに多忙であり、平日の日中にやる審議会には出られる
余裕はない。また、平日の夜間や土曜・日曜・祝日等休日も休息を欲するため、自治会等の活動
に時間と体力を割くことができない。

「女性枠」を考えることがそもそも性差別ではないでしょうか。

そういった活動に参加できるほど時間や金などの余裕がある人が少ない。加えてそういった場所
は年齢や世襲、利権といったしがらみが多く、女性は参画しづらい。

その他の回答

本人がやりたくないのでは。仕事があるならなおさらです。

育児や介護が忙しく、仕事もしている状態が当たり前で時間や精神的な余裕がないから。

家の代表として世帯主である男性が出ることが多い。

わからない。

男性ばかりの中に女性が入りづらい。

昔からの男性たちが長く職に就いているため。
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【問31】防災・災害復興活動に必要な取組

その他の回答

子育て家庭、高齢者、介護者、障がい者などが優遇される。

　防災・災害復興活動に必要な取組については、全体、性別ともに「男女別のトイレ、更
衣室やプライバシーの確保など、性別に配慮した避難所運営をすること」が最も高く、全
体では73.5％、男性では69.8％、女性では76.2％となっています。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても、全体、性別ともに「男女別のトイレ、更衣室やプライバシーの確
保など、性別に配慮した避難所運営をすること」が最も高くなっています。

実際に困難の時は、自然とリーダーシップを取る人がいると思う。

配慮は必要ない。

女性の構成員が少ないからではなく、調査やヒアリングが不十分なのではないか。

わからない。

問31 防災・災害復興活動において性別に配慮した対応が必要ですが、どのような取組が必
要だと思いますか。（〇は3つまで）

男女ともに「男女別のトイレ、更衣室やプライバシーの確保など、

性別に配慮した避難所運営をすること」が最も高い

【今回調査】 【前回調査】

％

男女別のトイレ、更衣室やプライバシー
の確保など、性別に配慮した避難所
運営をすること

男女のニーズに配慮して、物資を備蓄
するとともに、子育て家庭、介護
者、障がい者等の視点も取り入れるこ
と

平常時から自治会・町内会の役員に女
性を入れる、増やすこと

※前回選択肢無し

女性の意見を反映させやすいよう、避
難所運営責任者に女性を入れること

自主防災組織への女性の参画を促進す
ること

防災会議に女性の参画を拡大すること

男女の性別に関わらず、日頃からのコ
ミュニケーション・地域でのつながり
を大切にすること

その他

無回答

73.5

55.6

17.4

24.7

7.1

9.1

42.4

2.1

2.4

69.8

54.4

28.9

20.1

11.4

14.8

40.9

2.7

1.3

76.2

56.6

7.9

28.0

3.7

4.8

43.4

1.6

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=340

男性 N=149

女性 N=189

78.1

61.5

36.1

7.2

11.5

47.1

0.8

3.2

74.7

56.5

38.3

9.7

15.6

50.6

0.6

3.2

81.5

65.7

35.2

5.6

8.8

44.9

0.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体 N=374

男性 N=154

女性 N=216
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【問32】男女共同参画社会の実現に向けて重点を置いてほしい施策

「職場内託児所の設置など、子育てしやすい職場環境づくりを推進する」が最も高い

　男女共同参画社会の実現に向けて重点を置いてほしい施策については、全体では「職場
内託児所の設置など、子育てしやすい職場環境づくりを推進する」が32.9％と最も高く、
次に「男女平等をめざした法律・制度の制定や見直しを行う」が26.5％となっています。

＜前回調査との比較＞
　前回調査においても、全体、性別ともに「職場内託児所の設置など、子育てしやすい職
場環境づくりを推進する」が最も高くなっています。

その他の回答

問32 男女がともに家庭や仕事に取り組める社会（男女共同参画社会）の実現に向けて、あ
なたは今後どのような施策に重点をおいてほしいですか。（〇は3つまで）

LGBTへの理解は大切だが、権利を法的に保護するのは別の問題。

【今回調査】 【前回調査】
％

男女平等をめざした法律・制度の制定や見直しを
行う

学校や社会教育、家庭において、男女平等を基本と

した子育てをするよう啓発を行う

職場における労働条件を男女平等にするよう働きか
ける

職場内託児所の設置など、子育てしやすい職場環

境づくりを推進する

政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する

社会慣習やしきたり、男性や女性に対しての意識

啓発を積極的に行う

再就職のための教育講座や、技術・技能の習得機
会を増やす

放課後児童教室や病児・病後児保育などの保育サー
ビスを充実させる

高齢者の施設や介護サービスを充実させる

DVなどの暴力を根絶する

行政手続きのオンライン化等の利便性の向上や、デ
ジタル技術に関する研修・講座を行うなど、デジタ

ル分野に関する取組を充実させる

※前回選択肢無し

テレワークやフレックスタイム制度など多様で柔軟
な働き方を促進する

※前回選択肢無し

孤独・孤立に陥らないように相談窓口を整備する ※前回選択肢無し

性別に配慮した防災・災害対策に取り組む

LGBTQ+（性的少数者）等の方に対する取組を推進す

る

その他

わからない

無回答
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【問33】男女共同参画社会の実現に向けて自分ができること

その他の回答

どのような生活スタイルがあるか学ぶ。

会社が積極的な活動を行うよう支援する。

わからない。

「習慣、しきたりなどを見直す」が最も高い

　男女共同参画社会の実現に向けて自分ができることについては、全体では「習慣、しき
たりなどを見直す」が45.6％と最も高くなっています。
　性別でみると、男性では「家事や育児に積極的に関わる」が51.7％、女性では「習慣、
しきたりなどを見直す」が41.3％と最も高くなっています。

＜前回調査との比較＞
前回調査においては、全体、性別ともに「家事や育児に積極的に関わる」が最も高く

なっています。

問33 あなたは、男女がともに家庭や仕事に取り組める社会（男女共同参画社会）を形成す
るためにどんなことができると思いますか。（○は３つまで）

【今回調査】 【前回調査】

％

各種セミナーや講座に参加す

るなど、自己啓発に努める

習慣、しきたりなどを見直

す

家庭において、男女平等を基

本とする教育を行う

家事や育児に積極的に関わる

高齢者や病人の介護に積極

的に関わる

仕事をすることに対する意

識を高める

職業生活と家庭や地域での

生活との両立をするために努

力する

ボランティア活動など、地域

活動に積極的に参加する

市政に対する関心を深め、参

加意識を持つ

その他

特にない

無回答
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